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薬剤給付範囲縮小と
皆保険制度の危機で講演

　

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
根
幹

は
、
在
宅
医
療
で

あ
る
。
最
期
ま
で

在
宅
で
過
ご
す
た

め
に
は
、
数
々
の

要
因
を
ク
リ
ア
す

る
必
要
が
あ
る
。
ど
ん
な
要
因

を
満
た
せ
ば
在
宅
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
の
か
？
▼
日
本
医

師
会
雑
誌
の
昨
年
１２
月
号
に
掲

載
さ
れ
た
論
文
に
よ
る
と
、
以

下
の
９
つ
の
要
因
を
分
析
し
て

い
た
。①
本
人
の
希
望
、②
家
族

等
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
希
望
、
③

経
済
力
、④
本
人
の
判
断
能
力
、

⑤
家
族
の
介
護
力
、
⑥
外
部
サ

ー
ビ
ス
の
導
入
状
況
、
⑦
本
人

の
病
状
理
解
と
受
容
に
つ
い

て
、
⑧
在
宅
医
と
本
人
の
関
係

性
、
⑨
ヘ
ル
パ
ー
・
訪
問
看
護

師
と
本
人
の
関
係
性
に
つ
い

て
。
訪
問
看
護
師
と
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
受
け
持
っ
た
２
９
６

名
に
つ
い
て
回
想
法
で
評
価
し

た
結
果
を
多
変
量
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ッ
ク
回
帰
分
析
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
有
意
差
が
み
ら
れ
た
の
は

①
、
②
、
⑤
で
あ
っ
た
。
①
と
②

の
オ
ッ
ズ
比
を
比
較
す
る
と
②

の
方
が
や
や
高
値
で
あ
っ
た
。

最
期
を
決
め
る
の
は
本
人
よ
り

家
族
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
る
と

い
う
結
果
だ
っ
た
。
日
常
臨
床

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
頷
け
る

結
果
で
あ
っ
た
。ど
う
し
て
も
、

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
顔
色
を
伺
う

姿
が
浮
か
ん
で
く
る
▼
意
外
な

こ
と
に
家
族
の
介
護
力
が
大
き

い
程
、
在
宅
で
最
期
を
迎
え
ら

れ
な
い
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

よ
く
考
え
て
み
る
と
、
介
護
力

を
量
と
し
て
捉
え
る
と
、
複
数

人
の
家
族
が
い
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
つ
ま
り
家
族
の
意
見

が
ま
と
ま
ら
ず
、
急
変
し
て
救

急
搬
送
と
な
る
の
も
日
常
よ
く

経
験
さ
れ
る
こ
と
だ
。
Ａ
Ｃ
Ｐ

（
人
生
会
議
）が
如
何
に
重
要
か

を
物
語
っ
て
い
る
。

（
Ｙ
Ｓ
）

田中麻衣子
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『月刊／保険診療』に寄稿掲載

特集「皆保険が壊れる」
構想の処方箋で『ゼロの会』を紹介

物
価
高
騰
を
踏
ま
え

初
・
再
診
増
点

協
会
、
パ
ブ
コ
メ
に
意
見
提
出

診
療
報
酬
改
定  

個
別
改
定
項
目
（
短
冊
）

医療政策研究室
だより Vol.7

医療政策研究室
だより Vol.8

ら
れ
、
こ
れ
で
７５
団
体
目
の
賛

同
と
な
る
。

　

政
府
は
現
在
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
へ
の
「
特
別
の
料
金
」
の
追

加
負
担
を
は
じ
め
、
高
齢
者
の

２
割
・
３
割
負
担
の
対
象
拡
大
、

後
発
品
と
の
差
額
負
担
を
５０
％

に
拡
大
（
長
期
収
載
品
の
選
定

療
養
）
、
高
額
療
養
費
の
月
上

限
負
担
額
の
引
き
上
げ
を
画
策

す
る
等
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
は
、
窓
口
負

担
が
ゼ
ロ
で
あ
れ
ば
必
要
な

い
。
そ
の
時
間
を
、
よ
り
よ
い

医
療
保
険
制
度
の
検
討
に
充
て

る
こ
と
も
で
き
る
。
日
本
の
保

療
対
策
部
長
名
で
パ
ブ
コ
メ
を

提
出
。
生
活
習
慣
病
管
理
料

（
Ⅰ
）
、
（
Ⅱ
）
に
関
し
て
、
▽

対
象
３
疾
患
の
管
理
と
は
直
接

関
連
の
な
い
医
学
管
理
等
に
係

る
評
価
（
悪
性
腫
瘍
特
異
物
質

治
療
管
理
料
等
）
が
包
括
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ

り
、
別
に
算
定
可
能
と
す
る
べ

き
こ
と
、
▽
糖
尿
病
が
主
病
の

場
合
、
在
宅
自
己
注
射
指
導
管

理
料
を
併
せ
て
算
定
で
き
な
い

が
、
骨
粗
鬆
症
な
ど
糖
尿
病
以

外
の
疾
患
に
対
す
る
自
己
注
射

を
行
う
患
者
に
対
し
て
は
、
併

せ
て
算
定
が
可
能
と
な
る
よ
う

改
め
る
べ
き
こ
と
、
▽
療
養
計

画
書
の
作
成
は
現
場
の
負
担
が

大
き
く
、
様
式
の
簡
素
化
等
、

負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
こ
と
―

等
を
意
見
と
し
て
提
出
し
た
。

　

か
か
り
つ
け
医
機
能
関
連
で

は
、
質
の
高
い
治
療
の
た
め
、

機
能
強
化
加
算
、
地
域
包
括
診

療
加
算
・
地
域
包
括
診
療
料
、

外
来
管
理
加
算
等
の
安
易
な
点

数
の
引
き
下
げ
や
、
統
廃
合
、

算
定
・
届
出
が
困
難
と
な
る
よ

う
な
施
設
基
準
の
変
更
は
行
わ

な
い
こ
と
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
医
療
Ｄ
Ｘ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

連
携
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
シ

ス
テ
ム
の
保
守
・
点
検
費
や
維

持
費
等
の
運
用
コ
ス
ト
、
さ
ら

に
電
子
カ
ル
テ
情
報
共
有
サ
ー

ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
係
る

費
用
負
担
等
も
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
医
療
情
報
取
得
加
算
、

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算

の
減
点
・
削
除
は
行
う
べ
き
で

は
な
い
と
指
摘
し
た
。

　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
関
連

で
は
、
煩
雑
な
届
出
書
類
に
よ

り
、
外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
（
Ⅰ
）
の
届
出
が
診

療
所
に
お
い
て
は
３８
％
程
度
と

低
調
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
べ

て
の
医
療
機
関
が
届
出
可
能
と

な
る
よ
う
、
届
出
書
類
の
大
幅

な
簡
素
化
を
要
望
し
た
。

　

そ
の
他
、
在
医
総
管
の
更
な

る
細
分
化
や
、
長
期
収
載
品
の

選
定
療
養
に
係
る
患
者
負
担
増

等
に
反
対
意
見
を
提
出
し
た
。

歯
科
保
険
診
療
対
策
部

初
・
再
診
料
大
幅
引

上
げ
、
歯
科
用
貴
金

属
緊
急
改
定
を

　

歯
科
は
１９
日
に
原
歯
科
保
険

診
療
対
策
部
長
名
で
パ
ブ
コ
メ

を
提
出
。
主
に
▽
初
・
再
診
料

等
の
基
本
診
療
料
の
大
幅
引
上

げ
、
▽
歯
科
用
貴
金
属
告
示
価

格
の
緊
急
改
定
、
▽
全
て
の
処

置
や
歯
冠
修
復
・
欠
損
補
綴
に

使
用
さ
れ
る
麻
酔
手
技
料
・
薬

材
料
を
算
定
可
能
に
す
る
こ
と

―
等
を
求
め
て
い
る
。

　

初
・
再
診
料
等
の
基
本
診
療

料
は
、
全
医
療
従
事
者
が
患
者

に
必
要
な
医
療
を
不
足
な
く
提

供
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
最
も

基
本
的
な
技
術
評
価
で
あ
る
。

保
険
医
療
機
関
の
経
営
を
安
定

さ
せ
る
十
分
な
原
資
と
な
る
だ

け
の
点
数
設
定
で
あ
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
主
旨
で
大
幅
な
引

き
上
げ
を
求
め
て
い
る
。

　

歯
科
用
貴
金
属
に
つ
い
て

は
、
こ
の
間
、
金
の
急
激
な
価

格
高
騰
に
よ
り
歯
科
用
金
銀
パ

ラ
ジ
ウ
ム
合
金
（
金
パ
ラ
）
の

実
勢
価
格
は
急
上
昇
。し
か
し
、

告
示
価
格
は
数
カ
月
前
の
素
材

価
格
を
参
照
し
て
随
時
改
定

（
３
カ
月
に
１
回

：

今
年
３
月

随
時
改
定
は
昨
年
１０
～
１２
月
の

素
材
価
格
を
参
照
）
が
行
わ
れ

て
い
る
た
め
、
上
昇
し
続
け
る

実
勢
価
格
に
告
示
価
格
が
追
い

付
か
な
い
事
態
と
な
る
。
こ
う

し
た
「
原
価
割
れ
」
状
況
を
踏

ま
え
、
歯
科
用
貴
金
属
緊
急
改

定
を
求
め
て
い
る
。

　

歯
科
麻
酔
に
つ
い
て
は
、
歯

科
診
療
に
お
い
て
多
く
を
占
め

る
手
術
・
処
置
や
歯
冠
修
復
・

欠
損
補
綴
の
際
に
は
浸
潤
麻
酔

が
欠
か
せ
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
麻
酔
手
技
料
・
使
用
し
た

麻
酔
薬
材
料
が
包
括
さ
れ
て
い

る
（
手
術
の
場
合
は
麻
酔
薬
材

料
の
み
算
定
可
）
問
題
点
を
指

摘
。
そ
れ
ぞ
れ
麻
酔
手
技
料
及

び
麻
酔
薬
材
料
を
算
定
で
き
る

取
扱
い
に
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
。

　

中
医
協
は
１
月
２３
日
、
こ
れ
ま
で
の
改
定
議
論
を
ま
と
め
た
「
個
別
改
定
項
目
に

つ
い
て
」（
通
称

：

短
冊
）
を
提
示
し
た
。
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
初
・
再
診
料
が
引

き
上
げ
ら
れ
、「
物
価
対
応
料
」
が
新
設
。
前
回
改
定
で
新
設
さ
れ
た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

評
価
料
に
つ
い
て
は
対
象
職
種
が
拡
大
さ
れ
る
（
詳
細
３
面
）。
こ
れ
に
先
立
ち
、
協

会
は
「
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
整
理
」
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
提
出
し
て
い
た
。

保
険
診
療
対
策
部

生
習
の
不
合
理
是

正
等
要
求

　

医
科
は
２０
日
に
宮
澤
保
険
診

　医療政策研究室は11月8日、全日本民医連第46期薬剤部門代表者会議で学習講演を高

橋室長が行った。講演テーマは「医薬品の保険給付範囲の縮小と皆保険制度の融解の

危険性～財源捻出と差額診療の胎動～」。

　OTC類似薬の保険外しや薬剤給付縮小の政策的経過を概括し、長期収載品への選定

療養の活用により、保険給付の部分外しの道具と転嫁した危険性や、薬剤給付縮小へ

向けた財務省の新たな動きと厚労省との攻防、高市政権の姿勢などに触れた。質疑で

は給付率0％の選定療養、高額薬剤など多岐にわたり出された。参加者は146名だった。

　医療政策研究室は『月刊／保険診療』1月号へ「医療費総枠拡大と患者負担解消で体

制強化と医療の質の向上を」と題する論文を寄稿。特集「国

民健康保険が壊れる…～社会保障と医療をどう構想してい

くか～」のPart.3で5人の学識者の論文とともに掲載された。

同誌編集部の依頼による。

　内容は医療費抑制に転じた1980年代以降を概括し、昨今

の保険料引き下げ論の近視眼性と国民の賛意の少なさを指

摘。医療体制や医療の質の向上へ、①医療費総枠拡大と隘

路となる患者負担の解消、ならびに②給付増イコール負担

増の構造へ向き合うことが必須だと触れ、国民理解の形成

を説いたもの。その戦略的運動である「医療費の窓口負担

『ゼロの会』」にも言及し、地道に共感を広げていることも

紹介している。同誌への寄稿掲載は第三弾となる。

和
歌
山
協
会
が
賛
同

和
歌
山
協
会
が
賛
同

「
医
療
費
の
窓
口
負
担
『
ゼ
ロ
の
会
』」

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
全
て
賛
同
へ

　

当
会
が
呼
び
か
け
人
と
な
る

「
医
療
費
の
窓
口
負
担
『
ゼ
ロ

の
会
』
」
（
以
下
、「
ゼ
ロ
の
会
」
）

に
、
和
歌
山
県
保
険
医
協
会
が

２
０
２
５
年
１２
月
２４
日
付
で
団

体
賛
同
し
た
。
「
ゼ
ロ
の
会
」

に
は
各
地
の
保
険
医
協
会
・
医

会
を
は
じ
め
医
師
会
、
患
者
団

体
等
か
ら
も
広
く
賛
同
が
寄
せ

険
制
度
は
、
医
療
そ
の
も
の
を

給
付
す
る
「
現
物
給
付
」
を
う

た
っ
て
お
り
、
窓
口
負
担
の
概

念
は
存
在
し
な
い
。
予
め
保
険

料
を
負
担
し
、
病
気
の
際
に
は

医
療
機
関
を
受
診
す
る
の
で
あ

っ
て
、
本
来
そ
こ
に
窓
口
負
担

と
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
な
い
。

　

こ
の
度
、
和
歌
山
協
会
の
三

谷
晃
理
事
長
は
賛
同
に
あ
た

り
、「
ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担
増
！

医
療
費
の
窓
口
負
担
『
ゼ
ロ
の

会
』
に
賛
同
し
ま
す
」
と
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。
あ
ら
ゆ

る
負
担
増
へ
の
対
抗
軸
と
し

て
、「
ゼ
ロ
の
会
」
に
期
待
を

寄
せ
た
。

「
ゼ
ロ
の
会
」

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

窓
口
で
の
普
及
を

　

現
在
、
窓
口
負
担
が
「
当
た

り
前
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
が
、
１０
月
の
市
民
向
け
イ
ベ

ン
ト
で
も
対
話
に
よ
り
理
解
は

広
が
り
、
着
実
な
賛
同
に
つ
な

げ
て
い
る
。
広
報
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
（
左
図
）
も
刷
新
し
、市
民
・

患
者
に
も
「
わ
か
り
や
す
い
」

と
好
評
だ
。
会
員
に
は
「
ゼ
ロ

の
会
」
発
信
・
拡
大
の
た
め
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
普
及
に
協
力
い
た

だ
き
た
い
。 注文は無料。

お問合せは
医療運動部会まで

（℡045-313-2111）。

和歌山県保険医協会
三谷晃理事長

2～4月は会員増加推進月間です。お知り合いの先生を協会へご紹介ください。


